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ほ
ど
の
忙
し
さ
で
し
た
。

　

経
験
・
実
績
が
な
い
中
、
手
探
り
で
望
ん
だ
学
園

祭
で
し
た
が
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
（
３

年
生
９
名
、
２
年
生
22
名
）
は
、
昨
年
６
月
か
ら

夏
休
み
・
春
休
み
返
上
で
企
画
・
立
案
・
準
備
に
向

け
奔
走
し
ま
し
た
。

　

来
年
へ
向
け
て
の
課
題
も
い
く
つ
か
散
見
し
た
も

の
の
、
全
体
と
し
て
は
大
成
功
と
言
え
る
学
園
祭
を

見
事
に
演
出
し
ま
し
た
。

　

例
年
11
月
に
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
て
い
る

学
園
祭
（
K
V
A
祭
）
を
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン

パ
ス
で
も
出
来
な
い
か
・
・
・
学
生
生
活
の
一
層
の

活
性
化
を
目
指
し
て
、
今
年
初
め
て
、
千
代
田
三
番

町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
学
園
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。
実

施
に
あ
た
り
、
各
学
科
の
ゼ
ミ
・
研
究
室
、
図
書
館
、

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
生
活
文
化
博
物
館
、
入
試
広

報
グ
ル
ー
プ
（
進
学
相
談
会
）、
光
塩
会
東
京
支
部

等
の
出
展
協
力
を
得
て
、
学
生
た
ち
と
共
に
学
園
祭

を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
使
用
出
来
る
教
室
等
に

限
り
が
あ
り
、
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
内
容
に
到
底
及

ば
な
い
も
の
の
、
小
規
模
な
が
ら
学
科
の
特
色
を
生

か
し
た
学
園
祭
と
な
り
ま
し
た
。
梅
雨
ま
っ
只
中
の

６
月
５
日
（
日
）、
朝
の
う
ち
パ
ラ
パ
ラ
と
降
っ
て

い
た
雨
も
、
開
場
時
間
の
10:

00
頃
に
は
す
っ
か
り

上
が
り
、
予
想
を
上
回
る
１,
２
０
０
名
も
の
来
場

者
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

現
代
家
政
学
科
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断
は
多

く
の
来
場
者
で
溢
れ
、
落
語
に
よ
る
消
費
者
教
育
講

座
は
大
好
評
、
郷
土
お
や
つ
の
試
食
体
験
は
、
昼
頃

に
は
想
定
外
の
予
定
数
終
了
。
健
康
栄
養
学
科
の
ヘ

ル
シ
ー
ラ
ン
チ
は
、
開
場
１
時
間
で
予
定
数
の
食
券

が
売
り
切
れ
、
栄
養
健
康
相
談
は
長
い
待
ち
時
間
が

出
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
ス
イ
ー
ツ
を
販

売
す
る
各
団
体
も
、
軒
並

み
昼
頃
に
は
売
り
切
れ
て

し
ま
い
、
展
示
発
表
、
雑

貨
販
売
も
絶
え
間
な
く
訪

れ
る
来
場
者
に
び
っ
く

り
、
茶
道
部
の
お
点
前
も

大
行
列
で
、
途
中
で
お
茶

受
け
の
お
菓
子
が
無
く
な

る
等
、
ど
こ
も
目
が
回
る

千
代
田
K
V
A
祭(

ロ
ー
ズ
祭)

健康栄養学科「行列のできる栄養相談所」

東
京
家
政
学
院
生
活
文
化
博
物
館

　
　
「
日
本
の
土
人
形
」
展

1号館ロビーでの展示のようす

　

生
活
文
化
博
物
館
で
は
、
平
成
28
年
６
月
５
日

（
日
）
か
ら
６
月
30
日
（
木
）
の
期
間
、
「
日
本
の

土
人
形
」
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
千
代
田
三

番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
域

連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
企
画

第
一
弾
と
し
て
採
用
さ
れ

実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

開
催
初
日
は
初
め
て
の

ロ
ー
ズ
祭
（
大
学
祭
）
の
開

催
日
で
も
あ
り
、
記
念
の

展
示
と
な
り
ま
し
た
。
各

地
の
土
人
形
10
点
と
製
作

工
程
を
紹
介
し
ま
し
た
。

 

土
人
形
の
制
作
は
、
江
戸
時
代
に
京
都
の
伏
見
で

土
産
物
と
し
て
売
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、
や
が
て

全
国
に
広
ま
り
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
今
で
は

制
作
者
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
伝
統
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
も
形
や
色
使
い
な
ど
に
独
自
の
工
夫
を
加

え
る
な
ど
し
て
制
作
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
当
館
で

は
、
数
年
に
わ
た
っ
て
収
集
を
し
て
い
ま
す
。
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ト
と
し
て
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

指
導
：
呉
起
東

監
督
：
小
林
美
千
代

脚
本
：
み
ん
な
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、ま
と
め
は
磯
部
礼
佳

主
演
：
早
川
優
里
、小
林
美
千
代
、豊
岡
未
優
、大
関
志
保

編
集
：
小
川
華
香

撮
影
、
照
明
、
音
声
：
望
月
結
菜
、
磯
部
礼
佳

★
受
賞
し
た
学
生
の
声
★

　

映
画
を
作
成
し
た
の
は
平
成
27
年
度
後
期
の
「
メ

デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ｂ
」
を
履
修
し
た
同
じ
学
科
の
女

子
大
生
７
名
で
す
。
授
業
内
で
短
編
映
画
を
作
成
す

る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ど
ん
な

映
画
を
作
る
か
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
ブ
レ
イ
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
、
脚
本
作
成
、
絵
コ
ン
テ
、
台
本
作
成
、

撮
影
、
編
集
ま
で
学
生
同
士
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

製
作
し
ま
し
た
。

★『
友
達
の
カ
タ
チ
』
あ
ら
す
じ
★

　

仲
の
良
い
女
子
大
生
４
人
組
。
あ
る
日
、
今
流

行
っ
て
い
る
と
い
う
”
サ
イ
コ
パ
ス
診
断
”
を
す
る

こ
と
に
。
偶
然
に
も
１
人
だ
け
、
答
え
が
サ
イ
コ
パ

ス
だ
っ
た
こ
と
で
３
人
は
僅
か
な
が
ら
も
恐
怖
を
感

じ
た
。
し
か
し
、そ
れ
は
始
ま
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た…

。

　

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
１
年
次
に
生
活
デ
ザ

イ
ン
演
習
Ａ
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
江
戸
東
京
た

て
も
の
園
の
見
学
会
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
５

月
26
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
一
つ
の
建
物
を
選
び
、

な
ぜ
そ
こ
に
復
元
・
展
示
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考

え
、
建
物
の
作
り
方
、
間
取
り
、
部
材
の
使
い
方
、

装
飾
、
家
具
や
什
器
、
材
料
等
に
つ
い
て
、
各
自
の

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

合
格
お
め
で
と
う　

I
現
代
家
政
学
科
I

　

平
成
27
年
度
の
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

資
格
試
験
で
は
２
人
の
学
生
が
最
終
合
格
し
ま
し

た
。
昨
年
の
合
格
者
２
名
は
３
年
生
で
し
た
が
、
今

年
は
２
人
と
も
２
年
生
で
あ
り
、
快
挙
で
す
。　
　

　

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
快
適
な
住

空
間
を
作
る
た
め
に
適
切
な
提
言
・
助
言
を
行
う
公

益
社
団
法
人
イ
ン
テ
リ
ア
産
業
協
会
が
資
格
認
定
す

る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
す
。
卒
業
後
に
し
か
受

験
で
き
な
い
建
築
士
試
験
と

違
い
、
在
学
中
に
取
得
可
能

な
資
格
な
の
で
、
現
代
家
政

学
科
で
は
イ
ン
テ
リ
ア
系
志

望
の
学
生
へ
受
験
の
推
奨
と

講
座
開
催
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

　
　

つ
く
ッ
ペ
で
「
グ
ラ
ン
プ
リ
」
受
賞

　

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
「
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
演
習

Ｂ（
呉 

起
東
准
教
授
）」の
授
業
で
製
作
し
た
シ
ョ
ー

ト
ム
ー
ビ
ー
『
友
達
の
カ
タ
チ
』
が
第
３
回
シ
ョ
ー

ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
つ
く
ッ
ペ
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に

輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
あ

る
大
規
模
な
フ
ラ
ン
ス
・
グ
ル

ノ
ー
ブ
ル
屋
外
短
編
映
画
祭
に

も
招
待
さ
れ
４
名
の
学
生
が
フ

ラ
ン
ス
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
鶴
川
映
画
祭
に
も
ゲ
ス

インテリアコーディネーター
資格証をもつ合格者の

眞壁梨子さん（左）と關戸里央さん（右）
「グランプリ受賞後、特別審査員（中村 義洋ー右）、
市原健一つくば市長（左の２番目）と記念写真」

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
見
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
〜

　

11
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）
に
町
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
も
多
く
の

模
擬
店
、
発
表
な
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
13

日
（
日
）
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
は
桐
谷
健
太
さ
ん

が
出
演
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
10
月
16
日
（
日
）
か

ら
イ
ー
プ
ラ
ス
に
て
発
売
で
す
。
そ
の
ほ
か
12
日

（
土
）
に
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
花
岡
な
つ
み
さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。
問
合
せ
は

町
田
・
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
へ（TEL042-782-9818

）

第
53
回
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
開
催

　
　
　
　
　
　
　

〜
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
〜

着
眼
点
に
基
づ
く
レ
ポ
ー
ト
作
成
と
発
表
を
課
題
と

し
て
い
ま
す
。
当
日
、
学
生
た
ち
は
思
い
思
い
に
有

名
建
築
家
の
自
邸
や
古
民
家
、
看
板
建
築
等
、
様
々

な
時
代
や
テ
ー
マ
の
建
物
を
見
学
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
解
説
に
耳
を
傾
け
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。
次
週
の
報
告
会
で
は
、
現
在
で
は

数
少
な
く
な
っ
た
銭
湯
の
天
井
の
作
り
方
や
大
屋
敷

の
軒
の
作
り
に
興
味
を
持
つ
発
表
、
コ
ン
パ
ク
ト
で

機
能
的
な
建
築
家
の
キ
ッ
チ
ン
や
古
民
家
の
囲
炉
裏

に
惹
か
れ
る
報
告
等
、
着
眼
の
多
様
性
に
は
目
を
瞠

る
も
の
が
あ
り
、
学
生
の
可
能
性
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ジブリ映画のモデルになった
文具屋の解説を伺う様子

ボランティアの方の熱心な
解説に耳を傾ける学生たち
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舞
台
衣
裳
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
あ
ら
す
じ
、
時
代

背
景
、
役
柄
、
ソ
リ
ス
ト
の
情
報
、
素
材
の
色
彩

や
生
地
の
特
徴
な
ど
を
検
討
し
て
デ
ザ
イ
ン
画
で

表
現
し
、
身
体
の
動
き
や
登
場
場
面
や
照
明
効
果

な
ど
を
演
出
・
振
付
家
と
打
ち
合
わ
せ
て
決
定
し

ま
す
。

　

制
作
し
た
衣
裳
作
品

は
、
キ
ト
リ
の
赤
い
３

段
テ
ィ
ア
ー
ド
の
ド
レ

ス
や
バ
ジ
ル
の
ベ
ス

ト
、
キ
ュ
ロ
ッ
ト
、
結

婚
シ
ー
ン
の
エ
ポ
ー

レ
ッ
ト
付
き
黒
い
ベ
ロ

ア
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
、

大
道
の
踊
子
と
闘
牛
士

の
白
と
緑
に
金
色
の
モ
チ
ー
フ
が
輝
く
ペ
ア
デ
ザ

イ
ン
の
衣
裳
、
さ
ら
に
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
ウ

レ
タ
ン
の
ボ
ー
ド
で
作
っ
た
鎧
、
従
者
サ
ン
チ
ョ

の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
キ
ュ
ロ
ッ
ト
な
ど
で
す
。

　

中
原
由
美
子
バ
レ
エ
・
フ
レ
イ
グ
ラ
ン
ス
公
演

に
は
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
１
〜
４
年
生
11
名
が

参
加
し
、
平
成
27
年
12
月
12
日
、
13
日
、
シ
ア

タ
ー
１
０
１
０
に
て
東
京
家
政
学
院
大
学
、
足
立

区
の
後
援
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
28
年
の
公
演
は
、
12
月
20
日
、

21
日
に
同
じ
会
場
に
て
『
白
鳥
の
湖
』
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
公
演
で
は
、
１
幕
と
２
幕
の
王
妃
の

衣
裳
や
道
化
師
の
衣
裳
で
参
加
し
、
学
生
た
ち

は
、
仮
縫
い
、
本
縫
い
へ
と
只
今
制
作
中
で
す
。

バ
レ
エ
公
演『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』

　
　

舞
台
衣
裳
の
デ
ザ
イ
ン
・
制
作

バレエ『ドン・キホーテ』のフナーレ
（撮影：和田 修）

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
、

　

第
９
回『
大
学
は
美
味
し
い
！！
』フ
ェ
ア
に
参
加

「大学ブースでの販売風景」

「風船アート教室」
- つながれ、透明風船アート -
ダイナミックな景色に

変えていくアートができました。

「野菜スタンプ教室」
紙や葉書に野菜スタンプを

押して図柄を楽しんでいる様子 

　

７
月
23
日
（
土
）
、
児
童
学
科
を
中
心
に
生
活
デ

ザ
イ
ン
学
科
・
人
間
福
祉
学
科
の
教
員
と
学
生
が
企

画
・
準
備
・
運
営
し
た
、
第
11
回
「
子
ど
も
体
験
塾

２
０
１
６
」
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
参
加
対
象
の
近
隣
の
幼
児
か
ら
小
学
生
の
子
ど

も
約
１
７
０
名
と
そ
の
保
護
者
、
計
約
３
３
０
名
が

参
加
し
、
海
賊
に
な
り
き
っ
て
冒
険
を
楽
し
む
表
現

遊
び
教
室
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
重
要
な
綱
渡
り
教

室
、
耳
あ
て
や
特
殊
眼
鏡
を
用
い
て
障
害
を
体
験
す

る
教
室
、
ア
リ
ー
ナ
で
体
を
動
か
し
て
楽
し
む
英
語

教
室
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
階
ギ
タ
ー
を
製
作
す
る
算
数

教
室
、
手
作
り
の
遊
具
で
楽
し
む
お
祭
り
ご
っ
こ
教

室
、
傘
袋
や
手
袋
に
色
水
を
入
れ
て
作
る
風
船
ア
ー

ト
教
室
、
新
聞
紙
の
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
を
用
い
た
フ
ラ

ワ
ー
ブ
ロ
ー
チ
製
作
教
室
、
紙
や
葉
書
に
野
菜
で
図

柄
を
押
し
て
楽
し
む
野
菜
ス
タ
ン
プ
教
室
、
子
ど
も

と
学
生
が
ペ
ア
で
お
花
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を

作
る
教
室
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
自
然
に
親
し
む

教
室
、
実
際
に
車
椅
子
に
乗
っ
た
り
押
し
た
り
を
体

験
す
る
教
室
、
紙
コ
ッ
プ
で
お
ば
け
を
製
作
す
る
教

室
の
全
部
で
13
の
教
室
と
、
心
理
劇
を
用
い
た
子
育

て
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
親
子
と
楽
し
い
時

間
を
共
有
し
、大
変
有
意
義
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
体
験
塾
2
0
1
6

　

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
は
、
５
月
26
日
〜
31
日
に
新

宿
高
島
屋
で
開
催
さ
れ
た
、
第
９
回
『
大
学
は
美
味

し
い
！！
』
フ
ェ
ア
に
連
続
４
年
目
の
参
加
を
し
ま
し

た
。
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
大
学
独
自
の
研
究
や
地
域
や

企
業
と
の
連
携
成
果
か
ら
商

品
と
な
っ
た
食
品
の
販
売
を

行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
全
国

か
ら
40
の
大
学
が
選
ば
れ
て

の
出
展
で
す
。
期
間
中
、
２

年
か
ら
４
年
の
35
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
本
学
は
、
日
影

茶
屋
の
結
（
ゆ
ず
）
季

（
き
）
最
中
（
も
な
か
）
、

生
姜
の
蕨
も
ち
に
加
え
、
新
商
品
の
夏
蜜
柑
く
ず
も

ち
、
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
ベ
ー
カ
リ
ー
の
ゆ
ず
・
生
姜
の

ベ
ー
グ
ル
、
料
理
部
考
案
の
ベ
ー
グ
ル
サ
ン
ド
他
の

販
売
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
、
Ｇ
（
グ
ル
メ
）

７
ラ
ン
チ
と
称
し
、
４
女
子
大
７
名
の
学
生
さ
ん
が

大
学
発
の
食
材
を
活
か
し
た
第
９
回
限
定
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
４
年
の
大
関
志
保
さ
ん
が
参
加

し
考
案
し
た 

“
ま
ん
ぷ
く
美
食
ボ
ウ
ル
” 

“
学
G7

定
食
”
２
品
が
、
会
場
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
例
年
に
な
く
多
く
の
卒
業
生
が
ご
来
場
く
だ

さ
り
、
「
が
ん
ば
っ
て
い
だ
さ

い
」
、
「
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
担

当
学
生
さ
ん
達
も
何
よ
り
の
声
援
を

支
え
に
５
日
間
の
会
期
を
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「学生による商品販売」
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無
線
L
A
N（W

i-F
i

）が

　
　
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

熱
中
症
の
対
策
講
座
を
開
催

熱中症対策講座のようす

七夕の短冊を見る学生達

 

平
成
27
年
４
月
に
実
施
し
た
全
学
生
向
け
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
無
線
L
A
N
（W

i-F
i

）
の
利
用

希
望
が
92
％
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、

学
生
の
主
体
的
な
学
修
に
利
用
す
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
無
線
L
A
N
を
整
備
し
ま
し
た
。

整
備
に
際
し
て
は
、
学
生
が
自
主
学
修
を
行
う
こ
と

の
多
い
場
所
（
図
書
館
、
ラ
ウ
ン
ジ
等
）
及
び
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

や
演
習
・
実
習
に
適
し
た
教
室
か
ら
、
合
計
で
町
田

キ
ャ
ン
パ
ス
12
室
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
17

室
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
４
月
か
ら
の
本
格
的
な
稼
働
を
目
指
し

ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
正
式
稼
働
は
６

月
６
日
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。
稼
働
に
あ
た
り
、
全

学
生
に
取
扱
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
Ｇ
メ
ー
ル
で
送
付
し
ま

し
た
。

【
無
線
L
A
N
設
置
場
所
に
は
左
のW

i-F
i

マ
ー
ク

が
つ
い
て
い
ま
す
】

ビ
ー
に
飾
り
ま
し
た
。

　

願
い
事
の
内
容
は
、
女
子
大
生
ら
し
く
、
単
位
・

内
定
・
資
格
・
彼
氏
・
お
金
・
幸
せ
が
欲
し
い
＋
痩

せ
た
い
が
全
体
の
75
％
と
圧
倒
的
シ
ェ
ア
を
占
め
ま

し
た
。
短
冊
の
数
は
年
々
増
え
、
今
年
は
４
６
３

枚
！

　

み
ん
な
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
七
夕
イ
ベ
ン
ト

は
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

七
夕
飾
り
は
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
恒

例
行
事
と
し
て
学
生
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
７
月
１
日
（
金
）
〜
７
月
７
日
（
木
）
の
間
、

高
さ
５
M
の
竹
を
、
１
号
館
１
F
吹
き
抜
け
の
ロ

七
　
夕

　

平
成
28
年
５
月
28
日
（
土
）、
保
護
者
会
主
催
に

よ
る
教
育
懇
談
会
が
、
町
田
と
千
代
田
三
番
町
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
は
学
生
の

勉
学
や
進
路
の
こ
と
な
ど
を
、
担
任
や
学
科
の
教
員

と
個
別
に
面
談
し
ま
し
た
。
今
回
は
全
部
で
29
組
の

保
護
者
が
大
学
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

面
談
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
満
足
し
た
」「
大

変
満
足
し
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
懇
談
会
は
年
に
２
回
開
催
し
て
お
り
、
秋
の

開
催
予
定
に
つ
い
て
は
日
程
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

保
護
者
会
主
催
教
育
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
28
年
度
の
特
別
公
開
講
座
を
次
の
と
お
り
、

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
平
成
28
年
10
月
13
日

（
木
）
午
後
１
時
〜
元
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
松
尾
紀
子
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
平
成

28
年
11
月
17
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
シ
ン
ク
ロ
チ
ー
ム
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
で
本
学
の
客
員

教
授
の
金
子
正
子
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
講
演
の
演
題
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平
成
２８
年
度
特
別
公
開
講
座

kasei-gakuin
Wi-Fi

　

平
成
28
年
５
月
16
日
（
月
）
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
第

３
会
議
室
で
、
保
健
室
の
看
護
師
に
よ
る
熱
中
症
の

対
策
講
座
（
保
健
指
導
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
昨
年
に
続
い
て

の
も
の
で
、
今
年
は
運
動
部
に

限
ら
ず
す
べ
て
の
ク
ラ
ブ
活
動

の
部
長
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

お
昼
休
み
の
短
い
時
間
で
し
た

が
、
38
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

熱
中
症
は
屋
外
で
の
運
動
中

だ
け
で
な
く
室
内
で
も
発
症

し
、
朝
食
を
抜
く
と
発
症
の
可
能
性
が
上
昇
す
る
な

ど
、
熱
中
症
の
予
防
に
は
生
活
習
慣
や
体
調
管
理
が

重
要
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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■大学入試日程

※1  出願期間は、郵送での締切日（消印有効）を表す。
※2  推薦入試の窓口受付は、町田キャンパス入試広報グループ窓口に限る。
※3　一般入試（S日程を除く）、センター試験利用入試の窓口受付は、千代田三番町、町田の両キャンパスで行う。
※4  私費外国人留学生試験の窓口受付は、郵送出願期間中（土・日曜、祝日を除く）の町田キャンパス入試広報グループ窓口に限る。

※1出願期間は、郵送での締切日（消印有効）を表す。

■ＡＯ入試面談日・キャンパス

■大学院入試日程

◆オープンキャンパス日程

入学手続締切日入試種別

ＡＯ入試
（課題型）

ＡＯ入試
（課題型）

2期

3期

4期

5期

2期

3期

4期

5期

10月  1日（土）

10月22日（土）

12月10日（土）

 3月11日（土）

千代田

千代田

町田

町田

町田町田

町田

町田

千代田

10月  6日(木) ～10月14日(金)

10月25日(火) ～11月 1日(火)

12月13日(火) ～12月19日(月)

 3月14日(火) ～  3月17日(金)

10月21日(金)

11月  9日(水)

12月22日(木)

3月22日(水)

10月31日(月)

11月17日(木)

1月  6日(金)

3月27日(月)

10月19日(水) ～10月26日(水)
窓口受付：10月27日(木) ※2

11月17日(木) ～11月25日(金)
窓口受付：11月 28日(月) ※2

1月  4日(水) ～  1月19日(木)
窓口受付：1月20日(金) ※3

2月  1日(水)
 2月  3日(金)

1月  4日(水) ～  2月  8日(水)
窓口受付：2月  9日(木) ※3

2月20日(月) ～  3月 1日(水)
窓口受付：3月  2日(木) ※3

1月16日(月) ～  2月  1日(水)
窓口受付： 2月 2日（木）※3

2月 6日(月) ～  2月16日(木)
窓口受付： 2月17日(金) ※3

3月  2日(木) ～  3月13日(月)
窓口受付： 3月14日(火) ※3

11月  9日(水) ～11月25日(金) 
窓口受付：上記期間中 ※4

12月  5日(月) ～12月14日(水)

12月  5日(月) ～12月14日(水)

1月  4日(水) ～  1月12日(木)S日程

A日程

B日程

11月  3日(木)

12月  3日(土)

11月  9日(水)

12月  7日(水)

2月  7日(火)

2月17日(金)

3月10日(金)

2月  8日(水)

2月22日(水)

  3月17日(金)

2月15日(水)

3月  9日(木)

1月  7日(土)

1月  7日(土)

1月 14日(土)
 1月 15日(日)

大 学 入 試
センター試験

別に定められた
出願前の面談日

1月21日(土) 1月26日(木)

11月17日(木)

12月16日(金)

2月15日(水)

2月27日(月)

3月17日(金)

2月17日(金)

3月  2日(木)

 3月27日(月)

2月  3日(金)

A日程

B日程

C日程

A日程

B日程

C日程

B日程

B日程

推薦入試

一般入試

センター試験
利 用 入 試

特別選抜試験
（ 社 会 人 ・
海外帰国子女）

私費外国人
留学生試験

編入学試験・
学士入学試験

日 程 出願期間　※1 試　験　日 合格発表日

面談実施日 現代家政 健康栄養 生活デザイン 児童 人間福祉

10月

11月

3月

千代田三番町キャンパス

2日（日）

26日（日）

12日（土）、13日（日）KVA祭と同日開催

26日（日）

町田キャンパス

平成29年度 東京家政学院大学 入試日程等

一般・社会人・留学生
選抜試験

（4月入学生 後期）
1月19日(木) ～ 1月26日(木) 2月10日（金） 2月21日（火） 3月  1日（水）

入試種別 出願期間　※1 試　験　日 合格発表日 入学手続締切日

B日程 1月  7日(土)

1月13日(金)

1月13日(金)

1月13日(金)

1月20日(金)

1月20日(金)

1月20日(金)
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デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
地
域
と
連
携
し
た
活
動
を
活

発
化
さ
せ
る
た
め
、
６
月
１
日
よ
り
筑
波
学
院
大
学

地
域
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

Tsukuba G
akuin 

U
niversity C

om
m
unity D

esign C
enter 

（
以
下

Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
を
開
設
し
、
学
生
と
地
域
の
人
達
が
出
会

う
「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
を
一
階
学
生

ラ
ウ
ン
ジ
内
に
設
置
。
ま
た
、
本
活
動
の
成
果
を
地

域
社
会
に
発
信
す
る
た
め
の
「
展
示
ス
ペ
ー
ス
」
を

図
書
館
一
階
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
と
、

デ
ザ
イ
ン
機
能
の
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
、
地
域
に
お

け
る
デ
ザ
イ
ン
の
発
信
拠

点
を
担
い
ま
す
。
こ
れ
は

長
年
、
地
域
に
デ
ザ
イ
ン

力
で
貢
献
し
て
き
た
デ
ザ

イ
ン
ゼ
ミ
の
学
生
が
、
更

に
主
体
的
に
提
案
し
、
産

官
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
人
々
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
産
業
の
育
成
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

指
す
も
の
で
す
。

「つくばフェスティバル2016」
留学生のブースにて

　

６
月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）
に
「
科
学
と
国

際
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
つ
く
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
６
」
と
い
う
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
、
筑
波
学
院
大
学
の
学
生
も
多
数
参
加
し
ま
し

た
。

　

国
際
別
科
の
留
学
生
た
ち
は
、
そ
の
中
の
国
際
交

流
フ
ェ
ス
に
参
加
し
、
ブ
ー
ス
を
構
え
て
、
自
分
た

ち
で
作
っ
た
ポ
ス
タ
ー
や
民
族
衣
装
で
飾
り
付
け
、

日
頃
の
日
本
語
学
習
の
成
果
を
見
せ
る
た
め
に
、
自

分
の
国
の
言
葉
や
文
化
を
、
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た

方
々
に
話
し
続
け
た
２
日
間
で
し
た
。

　

自
分
の
出
身
国
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
市
民
に
も

出
会
っ
た
り
、
い
つ
も
は
話
が
で
き
な
い
よ
う
な
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
と
の
や
り
と
り
も
楽
し
め
て
、
み

ん
な
楽
し
い
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

料
理
の
ブ
ー
ス
が
多
い
中
、
異
色
の
ブ
ー
ス
で
し
た

が
、
多
く
の
市
民
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
、
大

変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
た
ち
も

参
加
し
、「
グ
リ
ー
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
作
ろ

う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
学
学
生
が
視
覚
伝
達

デ
ザ
イ
ン
の
授
業
に
て
企
画
し
、
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
入
店
社
協
議
会
と
協
力
し
て
、
つ
く
ば
セ
ン

タ
ー
広
場
内
を
来
場
者
の
憩
い
の
場
と
し
て
子
ど
も

達
が
遊
べ
る
場
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

つ
く
ば
市
や
同
市
セ
ン
タ
ー
地
区
へ
の
来
訪
者
に

歓
迎
の
気
持
ち
を
表
す
街
の
緑
化
活
動
と
し
て
、
グ

リ
ー
ン
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
親
子

連
れ
な
ど
様
々
な
来
場
者
に
ク
イ
ズ
や
、
メ
ッ
セ
ー

つ
く
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６

「
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン

〒 305-0031 茨城県つくば市吾妻3-1
TEL.029-858-4811（代表）
FAX.029-858-7388

URL http://www.tsukuba-g.ac.jp

図書館内の展示スペース

ジ
カ
ー
ド
を
描
い
て
も
ら
い
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
の
ネ
ッ
ト
に
貼
り
付
け
ま
す
。
最
後
に
は
、
５

０
０
人
以
上
の
願
い
が
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
彩

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
場
者
に
は
、
様
々
な
種
類
の
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
用
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
こ
れ
か
ら

も
緑
化
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
学
長
を
セ
ン
タ
ー
長
と
し
、
副
セ
ン

タ
ー
長
お
よ
び
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
担
当
は
高

嶋
啓
准
教
授
、
映
像
担
当
は
野
田
美
波
子
助
教
、

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
担
当
は
秋
廣
誠
講
師
、
３
D
デ
ザ

イ
ン
担
当
教
員
は
堀
聖
司
助
教
、
渉
外
担
当
を
金
久

保
紀
子
准
教
授
が
担
当
、
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
の
13
時
〜

16
時
は
学
生
が
原
則
と
し
て
常
駐
し
、
地
域
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
や
企
画
の
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

　

６
月
４
日
・
５
日
に
開
催
さ
れ
た
つ
く
ば
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
３
年

生
の
14
名
が
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
地
区
活
性
化
協
議
会

と
連
携
し
「
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
を

作
ろ
う
」
と
い
う
市
民
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

学
生
が
毎
年
セ
ン
タ
ー
地
区
で
「
花
で
描
こ
う
フ
ラ

ワ
ー
ア
ー
ト
」
と
い
う
街
を
花
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
活
動
し
て
い
る
経
験
を
活
か
し
、
今
回

は
、
東
日
本
大
震
災
や
常
総
市
水
害
な
ど
の
「
被
災

地
域
と
つ
く
ば
市
を
緑
で
つ
な
ぐ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
グ
リ
ー
テ
イ
ン
グ
カ
ー
ド
を
つ
く
り
、
市
民
の

交
流
の
象
徴
で
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
カ
ー
テ
ン
を
つ

く
り
ま
し
た
。

　

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
U
A
E
）
の
ド
バ
イ
で
4

月
22
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）
で
開
催
さ
れ
た
車

い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
世
界
大
会
第
８
回

「Fazza International W
heelchair Basketball 

Tournam
ent

」
に
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
（
23
歳
以
下
）

の
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
３
年
生
の

古
川
諒
さ
ん
ら
が
、
見
事
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し

た
！
今
回
の
試
合
で
は
、
準
決
勝
は
延
長
戦
の
末
、

　　

5
月
22
日
（
日
）
に
筑
波
学
院
大
学
体
育
館
に
て

「
第
11
回
い
ば
ら
き
ち
び
っ
こ
オ
セ
ロ
キ
ャ
ラ
バ
ン

i
n
つ
く
ば
」（
つ
く
ば
青
年
会
議
所
主
催
）
と
同

時
開
催
さ
れ
た
「
オ
セ
ロ
D
E
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
日

本
一
の
挑
戦
」
に
て
、
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
の
デ
ザ
イ

ン
を
本
学
３
年
生
の
田
尻
満
里
奈
さ
ん
が
担
当
し
ま

し
た
。
オ
セ
ロ
盤
２
２
５
盤
（
オ
セ
ロ
１
４
４
０
０

個
）
を
使
い
、
つ
く
ば
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
フ
ッ
ク
ン
船
長
」
と
ロ
ケ
ッ
ト
を
ド
ッ
ト
絵
で
制

作
し
ま
し
た
。
こ
の
オ
セ
ロ
の
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
は

な
ん
と
日
本
最
大
で
す
！
（
現
在
日
本
一
の
申
請

中
）

　

は
じ
め
は
何
の
絵
が
完
成
す
る
の
か
分
か
ら
な

か
っ
た
２
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
も
モ
ザ
イ
ク
ア
ー

ト
の
絵
が
で
き

あ
が
る
に
つ
れ

て
大
き
な
歓
声

を
上
げ
て
い
ま

し
た
。
イ
ベ
ン

ト
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

も
報
道
さ
れ
大

き
な
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

　

モ
ザ
イ
ク

ア
ー
ト
の
デ
ザ

イ
ン
を
担
当
し

ま
し
た
田
尻
さ

ん
が
デ
ザ
イ
ン

の
勉
強
を
本
格

的
に
始
め
た
の

日本代表メンバー（前列左が古川さん）

車
イ
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
世
界
大
会
で
準
優
勝

モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
で
日
本
記
録
に
挑
戦

セロモザイクアート完成版

イ
ギ
リ
ス
に
勝
利
し
た
も
の
の
、
モ
ロ
ッ
コ
と
の
決

勝
戦
で
相
手
方
の
高
さ
と
ス
ピ
ー
ド
に
圧
倒
さ
れ
、

お
し
く
も
金
メ
ダ
ル
を
逃
し
ま
し
た
。

　

古
川
さ
ん
は
今
回
の
遠
征
を
振
り
返
り
、「
初
め

て
の
海
外
遠
征
で
銀
メ
ダ
ル
と
い
う
結
果
は
、
素
直

に
嬉
し
い
。
実
際
の
試
合
を
通
し
て
海
外
チ
ー
ム
と

の
ス
ピ
ー
ド
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
の
違
い
を
感
じ
ま
し

た
。
も
っ

と
試
合
で

活
躍
す
る

た
め
に
は

自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ

プ
が
必
要

不
可
欠
。

も
っ
と
ト

レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ま

な
い
と
い

け
な
い
」

と
今
後
の

抱
負
も
交

え
て
語
っ

て
く
れ
ま

し
た
。

　

世
界
大

会
の
代
表

に
選
ば
れ

る
古
川
さ
ん
の
よ
う
な
学
生
が
本
学
に
も
い
る
と
い

う
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、
と
て
も
誇
ら
し
く
思
い

ま
す
。
是
非
、
４
年
後
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

準
優
勝
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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中
学
生
と
国
際
交
流

活動中の様子

　

去
る
４
月
18
日
に
、
本
学
オ
フ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｏ
Ｃ
Ｐ
）
実
践
科
目
Ｂ
の
授
業
の
一

環
と
し
て
、
中
長
期
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
70

団
体
の
う
ち
、
38
団
体
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
々
が
、

今
年
度
で
第
11
回
目
と
な
る
Ｏ
Ｃ
Ｐ
合
同
説
明
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

実
践
科
目
Ｂ
は
、
筑
波
学
院
大
学
の
２
年
生
全
員

が
、
希
望
す
る
団
体
で
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
30
時

間
以
上
の
社
会
参
加
活
動
を
行
う
必
修
授
業
で
す
。

　

合
同
説
明
会
に
は
つ
く
ば
市
内
の
企
業
、
行
政
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
財
団
を
は
じ
め
と
し
て
、
土
浦
市
や
茨
城

県
央
の
那
珂
市
、
笠
間
市
な
ど
、
つ
く
ば
市
以
外
の

団
体
の
方
々
も
参
加
し
ま
し
た
。
活
動
分
野
も
、
セ

グ
ウ
ェ
イ
活
動
、
授
乳
服

イ
ベ
ン
ト
運
営
、
新
聞
記

事
制
作
・
編
集
、
ラ
ジ
オ

番
組
企
画
・
放
送
、
キ
ャ

ン
プ
、
科
学
教
室
、
不
登

校
支
援
な
ど
子
ど
も
た
ち

の
育
成
、
夏
祭
り
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
、
障

が
い
者
支
援
、
環
境
保
全
、

サ
ッ
カ
ー
・
ヨ
ッ
ト
・
ダ

Ｏ
Ｃ
Ｐ
合
同
説
明
会
開
催

合同説明会での一コマ

ン
ス
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
運
営
サ
ポ
ー
ト
、
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
作
り
、
演
劇
、
郷
土
文
化
継

承
、
市
民
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
、

多
岐
に
亘
り
ま
し
た
。

　

団
体
の
み
な
さ
ん
は
、
各
ブ
ー
ス
で
、
パ
ネ
ル
に

団
体
の
活
動
概
要
を
展
示
し
、
持
参
し
た
パ
ソ
コ
ン

で
活
動
の
様
子
を
学
生
に
見
せ
る
な
ど
し
な
が
ら
、

分
か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
学
生
た

ち
は
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
い
く
つ
も
の
ブ
ー

ス
を
回
り
、
地
域
貢
献
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
担
当
者

の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
今
後
実
践
す

る
活
動
の
参
考
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
団
体
か
ら
は
、「
例
年
以
上
に
、
事
細

か
に
熱
心
に
話
を
聞
い
て
く
れ
た
」「
挨
拶
が
き
ち

ん
と
で
き
て
い
て
清
々
し
か
っ
た
」
な
ど
、
高
い
評

価
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
マ
ナ
ー
研
修
、
個
別
面
談
な
ど
を
経

て
参
加
す
る
活
動
団
体
を
決
定
し
、
今
年
度
は
41
団

体
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
受
入
団
体
の
指
導
の
下
、
団
体
の
一
員
と
し

て
「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
に
飛
び
出
し
て
」
社
会
参
加

活
動
を
実
践
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

筑
波
学
院
大
学
で
は
、
学
生
の
社
会
力
育
成
の
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

7
月
13
日
、
筑
波
学
院
大
学
国
際
別
科
と
学
部
の

留
学
生
25
名
が
、
龍
ケ
崎
市
立
城
ノ
内
中
学
校
３
年

生
の
国
際
理
解
活
動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
本
学

が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
４
回
目
と
な
る
こ
の
活

は
、
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
。
高
校
時
代
の
恩
師

の
勧
め
で
本
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
１
、
２
年
次
で

デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
を
勉
強
し
な
が
ら
、
学
園
祭
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
監
修
す
る

な
ど
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

動
、
中
学
生
に

と
っ
て
は
３
年
生

に
な
る
と
で
き
る

憧
れ
の
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

留
学
生
に
と
っ

て
も
、
普
段
の
生

活
で
は
体
験
で
き

な
い
中
学
校
を
訪

れ
、
日
本
の
中
学

生
と
の
交
流
で
き

る
こ
と
は
大
変
貴

重
な
時
間
で
す
。

留
学
生
た
ち
は
、

３
年
生
６
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
、
10
名

ほ
ど
の
中
学
生
に
囲
ま
れ
、
日
本
語
で
の
質
問
を
受

け
た
り
、
逆
に
質
問
を
し
た
り
し
て
過
ご
し
ま
し

た
。
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
日
本

の
生
の
中
学
生
に
触
れ
て
、
留
学
生
た
ち
は
興
味

津
々
で
す
。
生
徒
た
ち
が
自
分
で
教
室
を
掃
除
す
る

様
子
に
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

活
動
後
は
、
自
分
の
国
が
あ
ま
り
中
学
生
に
は
知

ら
れ
て
い
な
く
て
残
念
だ
と
い
う
意
見
や
、
そ
れ
で

も
、
説
明
す
る
と
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
生

徒
が
い
た
こ
と
な
ど
を
、
興
奮
し
な
が
ら
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

留
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
飛
び
出
し
て
、
日
本
の

様
々
な
場
面
に
触
れ
る
こ
と
は
、
実
は
容
易
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
大
い
に
活

用
し
て
、
も
っ
と
日
本
語
を
学
ぼ
う
と
い
う
意
欲
を

持
ち
、
日
本
の
社
会
を
自
分
の
体
験
と
し
て
知
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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平成29年度 筑波学院大学 入試日程等

■AO入試【予備面談型/作品型】

3期

4期

5期

区 分

11月13日（日） 　

2月12日（日）　 

3月20日（月・祝）

11月15日（火）

2月14日（火）

3月21日（火）

出願期間（消印有効） 本面談日 合格発表日

10月24日（月）～ 11月  7日（月）

1月10日（火）～  2月  3日（金）

2月27日（月）～ 3月14日（火）

■センター試験利用入試 ［大学入試センター試験日：1月14日（土）・15日（日）］

A日程

B日程

C日程

区 分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

本学独自の学力審査は
ありません

2月14日（火）

3月  6日（月）

3月21日（火）

1月10日（火）～ 2月  3日（金）

2月13日（月）～ 2月24日（金）

2月27日（月）～ 3月10日（金）

■私費外国人留学生入試

A日程

B日程

C日程

区 分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

10月24日（月）～11月11日（金）

1月23日（月）～  2月  7日（火）

2月13日（月）～  3月  3日（金）

11月25日（金）

2月21日（火）

3月15日（水）

11月23日（水・祝）

2月19日（日）　 

3月14日（火） 　

■推薦入試

A日程

B日程

区 分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

11月  4日（金）

12月19日（月）

11月  3日（木・祝）

12月18日（日） 　

10月17日（月）～ 10月31日（月）

11月28日（月）～ 12月13日（火）

■一般入試

A日程

B日程

区 分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

1月10日（火）～ 1月30日（月）

2月13日（月）～ 2月28日（火）

2月5日（日）

3月5日（日）

2月7日（火）

3月6日（月）

■社会人入試
出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

2月14日（火）1月10日（火）～ 2月3日（金） 2月12日（日）

◆オープンキャンパス

12月11日（日）

3月26日（日）

10:30～

10:30～

開催日 開始時間

10月22日（土）
23日（日）

10:30～
KVA祭同時開催

 ◆入試相談会

1月22日（日）

2月26日（日）

10:30～

10:30～

開催日 開始時間

※詳しくは大学案内、学生募集要項をご覧ください。

（お問い合わせ先）  筑波学院大学 
〒 305-0031  茨城県つくば市吾妻3-1  入試広報グループ
TEL.  029-858-4815   　 FAX. 029-858-7388    
URL.  http://www.tsukuba-g.ac.jp     　E-mail.  nyushi@tsukuba-g.ac.jp 
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夏
休
み
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ 

プ
ロ
グ
ラ
ム

ホストマザーとの写真
左：中田玲菜さん 中央：ホストマザー 右：西方美怜さん

バディとの写真
左：西方美怜さん 右：現地校のバディ

〒102-8341
東京都千代田区三番町22番地
TEL.03-3262-2255（中学）
TEL.03-3262-2256（高校）

URL http://www.kasei-gakuin.ed.jp/
E-mail:koho@chuko.kasei-gakuin.ac.jp

東京家政学院中学校・高等学校
TOKYO KASEIGAKUIN　JUNIOR　&　SENIOR　HIGH　SCHOOL

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

　

高
等
学
校
３
年
生
が
、
５
月
20
日
（
金
）
に
、
ホ

テ
ル
椿
山
荘
東
京
に
て
「
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
和
食
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
び
、
箸

や
椀
の
持
ち
方
、
持
ち
替
え
方
な
ど
知
っ
て
い
そ
う

で
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
生
徒
、
教
師
と
も
驚

き
の
連
続
で
し
た
。
最
後
に
、
学
年
全
員
で
庭
園
で

記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

毎
年
夏
休
み
に
中
学
高
等
学
校
の
希
望
者
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
12
名
の
生
徒
（
中
学
生
２
名
・

高
校
生
10
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
本
校
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
か

ら
中
高
生
が
集
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
一
緒
に

現
地
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
校
へ
通
い
ま
す
。
出

発
日
や
滞
在
期
間
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
校
が
異
な
り

ま
す
。

　

今
回
は
参
加
者
を
代
表
し
て
高
１
A
組
の
中
田
玲

菜
さ
ん
、
高
１
D
組
の
西
方
美
怜
さ
ん
に
体
験
談
を

聞
き
ま
し
た
。
受
け
入
れ
校
は
、
シ
ド
ニ
ー
近
郊
の

セ
ス
ノ
ッ
ク
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
す
。
バ
デ
ィ
と
呼
ば

れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
徒
が
各
日
本
人
生
徒
に

つ
い
て
、
学
校
生
活
を
共
に
し
ま
す
。
２
人
と
も
明

る
く
優
し
い
バ
デ
ィ
と
出
会

い
、
お
昼
の
時
間
に
日
本
の
こ

と
を
話
し
た
り
、
日
本
か
ら
の

お
土
産
の
扇
子
や
風
鈴
を
渡
し

て
と
て
も
仲
良
く
な
り
ま
し

た
。
学
校
の
授
業
は
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
生
徒
が
積

極
的
に
参
加
す
る
ス
タ
イ
ル
で
、
日
本
よ
り
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
は
、
２
人
で
一
緒
の
家
庭
に
お
世
話
に
な

り
、
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
は
以
前
シ
ェ
フ
と
し
て
働
い
た

経
験
が
あ
る
料
理
上
手
な
方
で
、
週
末
は
一
緒
に
散

歩
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
関
西
や
九

州
か
ら
参
加
し
た
日
本
人
生
徒
と
も
仲
良
く
な
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

（
お
別
れ
会
）
で
は
皆
で
協
力
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
様
々
な
企
画
を
考
え
ま

し
た
。
帰
国
後
は
、「
英
語
へ
の
抵
抗
が
無
く
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。」（
西
方
さ
ん
）、「
生
活
習
慣
や

世
界
観
が
変
わ
り
ま
し
た
。」（
中
田
さ
ん
）
と
自

分
の
中
の
変
化
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
様
々
な
方
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
大

変
有
意
義
な
夏
休
み
に
な
り
ま
し
た
。
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が
出
来
る
限
り
練
習
時
間
を
と
る
よ
う
に
し
て
き
ま

し
た
。
大
会
で
は
準
々
決
勝
で
開
成
高
校
に
惜
敗
。

し
か
し
そ
の
後
敗
者

復
活
戦
と
準
決
勝
戦

を
勝
ち
上
が
り
、
決

勝
戦
で
再
び
開
成
高

校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

東
京
予
選
で
は
家
政

学
院
が
勝
利
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
開
成

高
校
の
勝
利
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
た
ち
の
力
を
出

し
切
っ
て
獲
得
し
た

悔
い
の
な
い
準
優
勝

で
し
た
。
な
お
、
部
長
の
大
西
菜
生
さ
ん
の
作
品
は

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
が
将
来
の
糧
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
藍
浴
衣
こ
と
ば
は
人
間
を
つ
か
ふ
（
大
西
菜
生
）

・
詩
篇
に
は
水
爆
忌
な

し
狗
尾
草

（
神
田
く
る
み
）

・
神
童
の
つ
ま
ら
ぬ
顔

や
明
早
し

（
清
水
朱
里
）

・
林
檎
齧
る
は
じ
め
な

け
れ
ば
よ
か
っ
た
ね

（
古
田
聡
子
）

・
本
能
の
軽
く
な
り
ゆ

く
藍
浴
衣

（
八
品
舞
子
）

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。
８
月
20
・
21
日
に
愛
媛
県
松
山

市
で
行
な
わ
れ
た
俳
句
甲
子
園
全
国
大
会
で
、
高
校

俳
句
同
好
会
が
準
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

俳
句
甲
子
園
と
は
５
人
チ
ー
ム
で
作
品
を
出
し

合
っ
た
う
え
で
、
お
互
い
の
作
品
に
つ
い
て
の
質
疑

応
答
を
行
な
っ
て
勝
敗
を
決
め
る
大
会
で
す
。

　

全
国
大
会
へ
は
２
年
連
続
出
場
と
な
り
ま
す
。
自

分
た
ち
の
表
現
を
俳
句
と
い
う
形
式
に
託
す
た
め
に

試
行
錯
誤
を
重
ね
、
ま
た
、
よ
り
良
く
作
品
を
鑑
賞

し
的
確
な
質
疑
応
答
を
行
な
う
た
め
に
何
度
も
デ
ィ

ベ
ー
ト
練
習
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
場
メ
ン
バ
ー
は
全
員
高
校
３
年
生
。
勉

強
と
部
活
の
両
立
は
大
変
で
し
た
が
、
１
人
ひ
と
り

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
６

月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、
関
東
高
等
学
校
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
今
年
は

関
東
各
都
県
か
ら
38
校
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
場
行
進
で

は
部
旗
を
掲
げ
て
行
進
す
る
の
で
す
が
、
ど
の
学
校

も
勇
ま
し
い
文
字
の
旗
ば
か
り
で
、
カ
セ
リ
ー
ヌ
が

全
面
に
描
か
れ
て
い
る
私
た
ち
の
旗
は
大
き
な
注
目

を
集
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
か
ら
い
よ
い
よ
試
合
で
す
。
私
た
ち
の
対

戦
相
手
は
埼
玉
県
代
表
で
、
出
場
回
数
25
回
を
誇
る

強
豪
校
で
し
た
。
試
合
は
第
１
ダ
ブ
ル
ス
か
ら
熱
戦

と
な
り
、
１
ゲ
ー
ム
目
を
と
り
流
れ
に
乗
っ
た
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
は
相
手
も
強
豪
校
で
、
２

ゲ
ー
ム
目
３
ゲ
ー
ム
目
を
と
ら
れ
逆
転
で
落
と
し
ま

し
た
。
次
の
シ
ン
グ
ル
ス
も
第
１
ダ
ブ
ル
ス
で
の
勢

い
を
止
め
ら
れ
ず
、
１
ゲ
ー
ム
目
を
落
と
し
後
が
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
反
撃
が
始
ま
り
、
２

ゲ
ー
ム
目
３
ゲ
ー
ム
目
を
連
取
し
、
１
対
１
に
持
ち

込
み
、
最
後
の
第

２
ダ
ブ
ル
ス
に
託

す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
第
２
ダ
ブ

ル
ス
は
健
闘
し
ま

し
た
が
惜
し
く
も

破
れ
、
結
果
１
対

２
で
初
戦
敗
退
で

し
た
。

　

私
た
ち
は
関
東

大
会
に
出
場
す
る

グ
ラ
ブ
活
動（
1
）

　
　

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
関
東
大
会
出
場

先頭から
馳川侑奈（プラカード）（３年）　白間日奈子（部旗）（３年）　
森瑞貴（３年）　久保田麻友（３年）　谷口菜沙（２年）　
阪口ほのか（２年）　大和田真由（２年）　髙木瞳（２年）

大街道での試合の様子

前段左から
大久保隆先生　森瑞貴（３年）　馳川侑奈（３年）　
白間日奈子（３年）　久保田麻友（３年）
後段左から
田代つかさ（１年）　谷口菜沙（２年）　久保田美玖（２年）　
大和田真由（２年）　髙木瞳（２年）　額田志織（２年）　
阪口ほのか（２年）　鈴木花菜（１年）

こ
と
を
目
標
に
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
大
会

を
通
し
て
生
徒
た
ち
が
実
感
し
た
目
標
を
達
成
す
る

喜
び
と
、
ち
ょ
っ
と
の
悔
し
さ
は
、
生
徒
の
今
後
の

人
生
に
お
い
て
大
き
な
財
産
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
大
会
に
出
場
す
る
に
あ
た
り
、
日
ご
ろ
か
ら
熱

い
声
援
を
送
っ

て
下
さ
っ
た
保

護
者
の
皆
様
、

ま
た
教
員
の
皆

様
に
改
め
ま
し

て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

左より清水朱里（3年）、大西菜生（3年）
神田くるみ（3年）、八品舞子（3年）、古田聡子（3年）

ク
ラ
ブ
活
動（
２
）

　
　

俳
句
甲
子
園
全
国
大
会
準
優
勝
！
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2017年度　東京家政学院　中学校募集要項(抜粋)

2017年度　東京家政学院　高等学校募集要項(抜粋)

試験日
2月1日（水） 2月2日（木）

午後
10名

2科（国・算）
4科（国・算・社・理）

15:00
2科　17:00
4科　18:00

2月3日（金）
午前
5名

2科（国・算）
4科（国・算・社・理）
KVA入試

8:30
2科　10:30
4科　11:30

KVA  面接終了次第

優遇制度

午前
50名

2科（国・算）
3科（国・算＋英）
4科（国・算・社・理）
適性検査型入試

8：30
2科・適性　10:30
3科 面接終了次第
4科　11:30

午後
25名

2科（国・算）
4科（国・算・社・理）
KVA入試

15:00
2科　17:00
4科　18:00

KVA 面接終了次第

手続き時納入金
検定料

入学手続

合格発表

出願受付

チャレンジ入試

特待生制度

時間・配点

2科：国語・算数（各100点、各45分）
3科：国語・算数＋英語（各100点、国算は各45分・英は30分）このうち得点の高い2科目判定
4科：国語・算数（各100点、各45分）社会・理科（各50点、計50分）
適性検査型入試：Ⅰ 作文、  Ⅱ 総合問題（各100点、各45分）
KVA入試：Ⅰ 基礎学力テスト（国語・算数各50点、計45分）、Ⅱ 面接（10分、5段階評価）

全ての入試において特待生を選抜します。
得点率80%以上…入学金および授業料 全額免除
得点率75％以上…入学金および授業料 半額免除
得点率70％以上…入学金 免除

2科・3科・4科選択受験での合格者を対象に、2日午後、3日午前の2科4科選択入試において
特待チャレンジ入試を行います。

窓口：1月20日（金）～入試当日［日曜を除く］9:00～16:00
郵送：1月20日（金）～1月27日（金）消印有効
〈午前入試〉　　◇掲示・HP…当日発表
〈午後入試〉　　◇HP…当日発表　掲示…翌日発表
入試当日～2月6日（月）［日曜を除く］　※適性検査合格者は2/10（金）まで
入学金　200,000円
20,000円（ただし適性検査型入試のみ受験の場合は4,000円）

◇第1志望優遇：2/1午前入試受験生に限ります。
◇複数回受験優遇：各科目の最高点の合計を判定点とします。

1.推薦入試 2.一般入試（併願優遇入試も含む）
推薦入試を希望される方は、事前相談が必要です。

1. 全科目の内申点に 1 がないこと

単願推薦　1月22日（日）～23日（月）9:00～16:00
併願推薦　1月22日（日）～公立高校前期発表翌日
               日曜・祝日を除く

2月10日（金）～公立高校前期発表翌日
日曜・祝日を除く

2月12日（日）～公立高校前期発表翌日
日曜・祝日を除く

単願推薦　併願推薦

80名
アドバンストコースまたはスタンダードコース
1月16日（月）・1月17日（火）9:00～16:00

1月22日（日）
当日発表

200,000円
20,000円

200,000円
20,000円

募集人員
入試方式 一般第1回

60名
あり

アドバンストコースまたはスタンダードコース

1月25日（水）～2月6日（月）
9:00～16:00（日曜を除く）

2月10日（金） 2月12日（日）

国語・数学・英語
（各50分・300点）

個人面接
当日発表

国語・数学・英語
（各50分・300点）

英語
（50分・100点）

1月25日（水）～2月11日（祝）
9:00～16:00（日曜を除く）

あり なし
10名 10名

一般第2回 英語特待

募集コース
併願優遇

出願期間

試験日

合格発表

試験

入学手続

入学金

検定料

終了時間

集合時間

入試形式

募集人員

ご不明な点はお問い合わせください。

東京家政学院中学校・高等学校  入試事務室 
TEL.  03-3262-2559（入試専用ダイヤル）    FAX. 03-3262-2223   URL.  http://www.kasei-gakuin.ed.jp/

推薦方式

推薦条件

募集人員
募集コース
出願期間
試験日
合格発表

入学手続

入学金
検定料

2. 3年次の欠席日数が 7日以内 であること
  （特別な事情がある場合には要相談）
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本
学
院
は
、
２
０
２
３
年
の
創
立
１
０
０
周
年

に
向
け
て
、『
東
京
家
政
学
院
創
立
１
０
０
周
年
記

念
募
金
』
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
賜
り
ま
し
た
ご

寄
付
は
教
育
環
境
の
整
備
に
充
て
、
K
V
A
精
神

を
基
礎
と
し
た
教
育
・
研
究
活
動
の
充
実
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
幅

広
い
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院

　
　
理
事
長
　
沖
吉
　
和
祐

東
京
家
政
学
院

　
　

創
立
１
０
０
周
年
記
念
募
金
の
お
願
い

学校法人東京家政学院
〒102-8341
東京都千代田区三番町22番地
（代表電話番号）03-3262-2251

URL http://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/

東京家政学院学校
法人

Knowledge
Virtue
Art

知識を高める
徳性を養う
技術を磨く

　東京家政学院創立 100 周年記念募金へのご協力に、
厚く御礼申し上げます。ご寄附いただきました皆様への
感謝の意を込めまして、ここにご芳名をあげさせていた
だきます。［平成 28 年 1 月～平成 28 年 7 月分］

淺川 雅夫　　 飯田 優理　　 井上 雅光　　 今井 久惠
大場 和歌子　 沖吉 和祐　　 小倉 あかり　 尾崎 敏江
苅部 繁人　　 河村 京子　　 熊田  満　　　込山 弥彦
齊藤 知恵子　 佐原 成夫　　 城田 直子　　 鈴木  茂
鈴田 正樹　　 髙久 裕子　　 高野 弥生　　 四十九院 成子
長谷  徹　　　松野 妙子　　 三浦  淳　　　村岡 花咲
森泉 久美子　 山本 史華　　 吉野 知子　
　　　　　　　　　　　　　          　（敬称略・五十音順）
ほか匿名希望の寄付者 10 名。

　

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
を
ご
支
援
く
だ
さ
る
多

く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
日
頃
か
ら
の
ご
厚
情
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

学校法人東京家政学院創立１００周年記念募金 寄付者ご芳名

東京家政学院　創立100周年記念募金要項（抜粋）
■ 寄附期間 ： 平成 27 年 6 月～平成 32 年 5 月末日
■ 寄付金額 ： 個人一口 3 千円　※一口未満のご寄付につきましても有り難く頂戴いたします。　
■ 申込み方法・払込み方法 ： 
　 申込書を、募金事務局までお送りください。
　 また、寄附金を次の口座にお振込みください。［ご都合の良い金融機関へお振込みください。］

■ 税制上の優遇処置 ： 個人からの本学院への寄付金は、寄付金控除を受けることができます。
※募金にご協力いただける方は、募金事務局までご連絡くださいますようお願い申し上げます。

・ＡＴＭ（現金自動預払機）、またはインターネットバンキングでもお振込みいただけます。
・本学窓口にて現金によるご入金もお受けいたしております。事前にご一報いただけますと幸いです。
・振込手数料はご本人様の負担でお願い申し上げます。

学校法人東京家政学院　募金事務局　
〒102-8341 東京都千代田区三番町22番　TEL：03-3262-2242　FAX：03-3262-2174

＜問合せ先＞　

ゆうちょ銀行
記号番号　00150-7-568617
受 取 人 :  東京家政学院創立 100 周年記念募金
　　　　   ﾄ ｳ ｷ ｮ ｳ ｶ ｾ ｲ ｶ ﾞ ｸ ｲ ﾝ ｿ ｳ ﾘﾂﾋｬｸｼｭｳﾈﾝｷﾈﾝﾎ ﾞｷﾝ

みずほ銀行（0001）　麹町支店（021）
普通預金　1216980
受 取 人 :  東京家政学院創立 100 周年記念募金

ﾄｳ ｷ ｮ ｳ ｶ ｾ ｲ ｶ ﾞ ｸ ｲ ﾝ ｿ ｳ ﾘ ﾂ ﾋ ｬ ｸ ｼ ｭ ｳ ﾈ ﾝ ｷ ﾈ ﾝ ﾎ ﾞ ｷ ﾝ
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大
江
ス
ミ
先
生
と
懐
か
し
い
旧
校
舎
や
千
歳
寮
、

現
在
の
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
等
を
写
し
た
記

念
切
手
を
光
塩
会

事
務
局
で
販
売
中

で
す
。

　

詳
細
は
同
封
の

歌
舞
伎
鑑
賞
会
の

お
知
ら
せ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

あ
づ
ま
会

　
会
長
　
澤
田
　
三
和
子

総
会
・
懇
親
会
を
終
え
て

あづま会役員(他1名)
旧制服を着たシェリーメイ

の縫いぐるみ

☆  

記
念
切
手
販
売
の
お
知
ら
せ  

☆

ち
と
交
流
を
楽
し
ん
だ
後
、「
３
６
５
日
の
紙
飛
行

機
」
を
合
唱
し
熊
本
・
大
分
の
復
興
と
皆
様
と
の

再
会
を
願
い
紙
飛
行
機
を
飛
ば
し
、
続
け
て
校
歌

斉
唱
で
１
日
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　

４
月
に
会
員
の
皆
様
に
郵
送
し
ま
し
た
お
誘
い

の
文
面
通
り
「
久
し
振
り
に
母
校
に
帰
り
、
そ
の

温
も
り
に
自
分
自
身
を
取
り
戻
し
、
母
校
へ
の
再

発
見
に
繋
が
る
１
日
」
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

光
塩
会

　
会
長
　
永
山
　
ス
ミ

平
成
28
年
度
光
塩
会
支
部
長
会
・

　
　
評
議
員
会
・
総
会
・
茶
話
会
を
終
え
て

　

光
塩
会
定
例
行
事
が
次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

支
部
長
会　

平
成
28
年
６
月
11
日
（
土
）

　
　
　

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
３
１
０
教
室

評
議
員
会
・
総
会 　

平
成
28
年
６
月
12
日
（
日
）　

　
　
　

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
階
段
教
室

　

支
部
長
会
午
前
は
光
塩
会
設
立
90
周
年
を
記
念
し

て
編
集
さ
れ
た
「
い
つ
の
時
代
に
も
役
立
つ
大
江
ス

ミ
先
生
の
こ
と
ば
」
を
元
に
大
江
先
生
の
お
話
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
廣
江
学
長
の
ご
挨
拶
・
沖
吉
理
事
長
に
よ

る
「
東
京
家
政
学
院
の
強
み
」
の
話
を
お
聞
き
し
た

後
、
各
支
部
の
情
報
交
換
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

12
日
の
総
会
は
、
例
年
通
り
の
決
算
・
事
業
報
告
、

予
算
・
事
業
案
審
議
に
続
き
学
院
か
ら
の
提
案
で
あ

る
卒
業
生
名
簿
共
有
化
に
つ
い
て
熱
い
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
結
論
は
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
が
、

卒
業
生
の
個
人
情
報
の
保
護
と
学
院
の
存
続
発
展
に

光
塩
会
が
寄
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
再
考
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
又
３
年
毎
の
理
事
改
選
が
な
さ
れ

選
考
委
員
の
推
薦
通
り
13
名
の
理
事
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
は
、
演
奏
者
中
村
紘
子
様
が
体
調
不
良
の

為
、
急
遽
中
止
と
な
っ
た
ピ
ア
ノ
演
奏
会
に
代
わ
り

茶
話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
和
や
か
に
歓
談
し
た

り
、
学
院
生
「
ノ
ブ
ラ
イ
ブ
」
の
ダ
ン
ス
で
後
輩
た

　

皆
様
ご
き
げ
ん
よ
う
。

　

今
年
は
、
５
月
末
の
総
会
の
頃
か
ら
暑
く
、
陽
気

の
変
化
が
厳
し
い
日
が
つ
づ
き
ま
し
た
が
、
皆
様
お

健
や
か
に
過
ご
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

総
会
で
は
、
こ
の
春
卒
業
し
た
あ
づ
ま
会
の
新
会

員
の
方
々
も
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
し
て

大
変
に
盛
会
で
し

た
。

　

平
成
27
年
度
の
、

会
務
・
会
計
報
告
、

平
成
28
年
度
の
会
務

案
・
予
算
案
と
も
に

皆
様
の
拍
手
で
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

今
回
、
ご
多
忙
な

沖
吉
理
事
長
に
は
総

会
の
と
き
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
懇
親
会

は
、
佐
原
常
務
理
事
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
尾
校
長
先
生
、
小
泉
教
頭
先
生
、
伴
野
教
頭
先
生

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
和
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
先
輩
方
に
も
好
評

で
、
今
年
も
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
学
年
会
は
、
昭
和
60
年
卒
、
昭
和
50
年
卒
の

方
々
で
、
幹
事
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
無
事

に
学
年
会
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

毎
年
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
が
あ
り
、
私
ど
も
役
員

も
嬉
し
く
楽
し
み
で
す
。

　

旧
制
服
を
着
た
シ
ェ
リ
ー
メ
イ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を

皆
様
に
お
目
に
か
け
、

小
さ
い
シ
ェ
リ
ー
メ
イ

ち
ゃ
ん
も
お
目
見
え
し

ま
し
て
、
好
評
で
し

た
。
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レースと直線の構成で、
母親の優しさとモーハウスの
真摯さを表現したWebデザイン

モーハウスの
光畑由佳代表取締役らと
記者会見後の一枚

東
京
家
政
学
院
大
学 

現
代
生
活
学
部
人
間
福
祉
学
科
卒
業

武
藤 

絢
美

将
来
の
夢

学院だより 2016年10月発行　15

社
会
の
な
か
で

　
小
学
生
の
頃
夏
休
み
教
室
で
点
字
体

験
に
参
加
し
ま
し
た
。
福
祉
と
い
う
言

葉
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ

だ
か
と
て
も
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
ん
な
ス
テ
キ
な
も
の
を
私
の
よ

う
な
小
学
生
に
教
え
て
く
れ
る
な
ん
て

す
ご
く
か
っ
こ
い
い
と
、
あ
の
時
優
し

く
教
え
て
く
れ
た
お
ば
ち
ゃ
ん
に
憧
れ

ま
し
た
。
こ
の
と
き
感
じ
た
ワ
ク
ワ
ク

が
何
か
は
そ
の
と
き
は
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
き
っ
と
点
字
体
験

は
福
祉
に
関
係
す
る
お
仕
事
で
や
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
と
何
と
な
く
想
像
し
て

福
祉
を
学
ぶ
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
大

学
で
は
あ
の
と
き
の
ワ
ク
ワ
ク
は
何
か

を
知
る
た
め
に
勉
強
し
、
３
年
生
の
と

き
地
域
福
祉
を
学
び
ま
し
た
。
そ
こ
で

初
め
て
、
あ
の
と
き
点
字
を
教
え
て
く

れ
た
お
ば
ち
ゃ
ん
は
社
会
福
祉
協
議
会

の
職
員
で
、
地
域
の
小
学
生
に
福
祉
教

育
と
し
て
講
座
を
開
催
し
て
い
た
方
で

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
福
祉
を
よ
り
身
近
に
、
自
然
と
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ん
な
こ
と
を

し
て
み
た
い
！
と
思
い
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
就
職
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
地
域
に
住
む
方
々
と
一
緒

に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
、
取
り
組

む
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が

幸
せ
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た

め
の
取
り
組
み
で
、
日
常
で
感
じ
る

「
人
」
へ
の
思
い
や
り
や
優
し
さ
を
か

た
ち
に
し
て
い
く
お
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
小
学
生
の

頃
の
点
字
に
触
れ
た
あ
の
ワ
ク
ワ
ク

(
＝
福
祉
へ
の
関
心)

を
自
然
と
感
じ
て

い
た
だ
く
こ
と
の
で
き
る
お
仕
事
だ
と

思
い
、
私
自
身
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
経

験
不
足
で
勉
強
の
日
々
で
す
。
難
し
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
い
つ

か
あ
の
と
き
の
点
字
を
教
え
て
く
れ
た

お
ば
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
な
れ
る
よ
う
、

出
会
え
た
方
々
に
日
々
感
謝
の
気
持
ち

で
楽
し
く
お
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
芸
術
表
現
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
連
携

を
特
徴
と
し
た
、
目
新
し
く
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
表
現
技
法
が
次
々
と
出
現
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
総
じ
て
「
メ

デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
、
文
化

的
な
活
力
と
豊
か
さ
を
社
会
に
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。
立
ち
上
げ
間
も
な
い
本

研
究
室
で
は
、
同
分
野
の
中
で
も
身
体

性
と
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
関
わ
り
や
空

間
表
現
を
研
究
し
な
が
ら
、
観
客
参
加

型
の
作
品
展
開
と
、
そ
の
有
用
性
を
提

案
す
る
計
画
で
す
。
来
年
度
か
ら
は
卒

業
研
究
を
受
け
入
れ
ま
す
。
学
生
に
よ

る
優
れ
た
創
作
の
遂
行
の
た
め
に
は
大

胆
な
発
想
を
促
し
た
い
で
す
。
一
方
で

創
作
分
野
で
は
主
観
と
目
新
し
さ
に
頼

り
が
ち
で
す
か
ら
、
謙
虚
な
内
省
も
求

め
ま
す
。
作
り
手
と
受
け
手
の
関
係
が

対
等
に
な
ろ
う
と
す
る
現
代
の
文
化
で

は
尚
の
事
で
す
。

　
つ
く
ば
市
の
授
乳
服
メ
ー
カ
ー

「
モ
ー
ハ
ウ
ス
」
で
は
、
海
外
向
け
の

W
e
b
サ
イ
ト
を
改
編
中
で
あ
り
、
そ

の
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
を
、
本
学
内
に
発

足
し
た
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」

の
W
e
b
部
門
で
あ
る
本
研
究
室
が
引

受
け
ま
し
た
。
早
速
個
別
ゼ
ミ
を
実
施

し
、
視
覚
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
学
生
が
課

題
に
挑
み
ま
し
た
。
多
く
の
女
性
が
共

感
し
な
が
ら
消
費
行
動
に
結
び
付
く
デ

ザ
イ
ン
を
複
数
提
案
し
た
結
果
、
レ
ー

ス
模
様
を
あ
し
ら
っ
た
本
命
の
プ
ラ
ン

が
無
事
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
P
C
な
ど
の
画
面
毎
に
、
レ

イ
ア
ウ
ト
を
自
動
適
用
さ
せ
る
技
術
的

成
果
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
授

業
で
修
得
し
た
ス
キ
ル
が
実
際
の
企
業

活
動
で
機
能
す
る
経
験
は
大
変
貴
重
で

す
。
今
後
も
同
社
の
W
e
b
デ
ザ
イ
ン

の
継
続
的
な
提
案
を
計
画
し
て
お
り
、

つ
く
ば
市
か
ら
世
界
に
向
け
た
情
報
発

信
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

経
営
情
報
楽
譜
　
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
　
秋
廣 

誠

筑
波
学
院
大
学

研究室
紹介52

平成25年3月　卒業

平成25年4月
横浜市社会
福祉協議会就職
「老人福祉センター勤務」

平成28年4月
「地域ケアプラザ勤務」
（生活支援コーディネーター）

プロフィール
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